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活性炭の本邦に於ける需要先は年間約4千哩 で,その用途は頗る多岐に1JLT-.っている,J 然 もその用
途により製法性質 も自ら興っているのであるO 従来,廃材の利用,木炭の高度利)-r椅･;の鋸也から,
を対象 として行われて来たがl)清 性炭の賦活が 650cc以上, 900oC前後で行われるため,木炭の










及び ミソマタ(EdgeworlhiapapyriferaS･etZ･), の炭,亜びに リグニンを開放炉帖否決によ
り得たる活性炭を用いた｡〕
b･), 直 販 i).巨性 歳
粉相大油性歳,武川,i)L=萄イ侶 ･'二, 守 .]里, 東京応化,~二日∵化学等の製品,
粒状活性炭,車京瓦斯,太半等しっ製品を用 _･工,
L帥 ･舘 ‥活性巌に聞す捕 健
i) 実 験 装 置
粉状炭素の電気抵抗測定某掛 よ杉山,鼻歌 Davis,Brunner氏3)等/J).(,graphite,carbonblack
等について研究を行ったものがあるが,第 1図の如き装置をつくり測定 したc
A :面積 lcmeの電極,厚さ 1mm の録取を張るO併せて日射 沌 施 して容積の読みとりを
なす｡
B ‥面積 1cmCの電極,厚さ 1mm の銀板を張るo
C:活性炭
D :エボナイ ト円筒, 檀径 4cm
E:鉄円筒, 郵 室.7cm 高 さ 11･7cm
F:水堆器,
G :ガラス板, 償径 15cm の円板
測定方法は, WheatstoneBridge法による()












ii) 実 験 結 果
ここで測 定 している電気抵抗は所
謂自由堆積状態の電気抵 抗 で あ る
が,開放炉肺 清漆による活性炭は,
lotfl/cmecm - 102f2･/cm2cm で
あった｡ (第1表参照)
比容は,長さ 30cm の訓 宴菅に
ゆるやかに入れその容積を測った,
これにより各々の粒子の接触状態を






この程疫の差では活性炭の吸着能 と扶分,比容等を関聯 - めて考えることは出来ないや うであ
る○
次いでヒノキを鮎 ､,蝉 澗 鹿 と電気舶r,:との関係を調べたO最高濁度 として 650cc･･ 750cc ･･
850oC.,950oC 及び,水のみの射 抽 つい行ったがその結果は第2表,第 2図に示す如 くであるO
第 2図は各ノ々賦活の際の温度上昇状態を示すo
こaj場合の電気抵抗に--)Llてほ,750oC 上850｡C との間に急 激の低下,/-)あるlVを離 比 〇即 ら･
電気抵抗の測定にJ二つて,朕清さ恒 こい招 ､否か柚 I- とか出/L帰 ,さ柏 か 現車ちにこ,.IL/J-品
･--267-
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Table1. PropertiesofActiveCharcoa】S
(PreparedbyBoricAcid→BoraxMethod)








































































?????? ?? ‥ ? ????????
fl/Cm eICm 了'⊥〉…]▲一肌】 BJuecc.11.0)( 10･5 .1
1
1.0 ンく 10r, F <5.0




































1･0 ンく 105 】 12･5■
































(a) Raw Su拷arSolution 15DBrix.
(h) Grantlaractivecarbonwasgroundil一aballmiU.
市販活性炭<･にあっては,武門,二村,太平の3者を除き, loo-101fl/cmecm の Order であ り,
比容,灰分は何れも開放炉斌清によって得たものより大であった｡
然 して前記 3着は 105∫】/cmCcm 以上であった｡これは寧ろ意外であった｡開放炉賦活法によれ
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更に容積の変化と電気抵抗の関係を測定 L,賦活の均一･性,及び電気抵抗の特徴につい て 考 究 し
た｡然 しながらこれ等に関する理論的考察は次の機会に譲 りたいO




Theelectrical resistancesoftheactivecharcoalswhich wereprepared in the tem-
peraturerangeof650oC.to950oC.were105tolotohm percm2cm.
Whentheywereheatedtotheactivation temperature(about800oC.),theelectrical
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